
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

事業者アンケート調査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月 

徳 島 市 

  



 

 

 

目次 

1. アンケート調査概要............................................................................................... 1 

1.1 目的 .................................................................................................................................... 1 

1.2 調査項目 ............................................................................................................................. 1 

1.3 アンケート調査の回答結果................................................................................................ 1 

2. アンケート調査結果概要 ....................................................................................... 2 

3. アンケート調査結果詳細 ....................................................................................... 6 

4. 巻末資料（自由回答・その他） ........................................................................... 30 



 

1 

 

1. アンケート調査概要 
1.1 目的 

「徳島市一般廃棄物処理基本計画」を策定するにあたり、事業者のごみの出し方や減量に関す

る意識等について把握することを目的として、アンケート調査を実施する。 

 

1.2 調査項目 

ごみの減量・リサイクル、事業所における取組、市の取組・要望について調査した。 

 

アンケートの実施概要 

対 象 事業者アンケート 

母 集 団 
市内に事業所を置く 

757 事業所 

サ ン プ ル 数 757 

抽 出 方 法 無作為抽出 

調 査 方 法 郵送による配布･回収 

調 査 項 目 

・属性（業種・従業員数・所有形態） 
・ごみの減量・リサイクルについて 
・事業所における取組について 
・市の取組・要望について 

調 査 時 期 令和 4 年 8 月 2 日～26 日 

 

1.3 アンケート調査の回答結果 

回答数及び回収率 

対象 回答数 回収率 

事業者 234 30.9％（234/757） 

 

 

 



 

2 

 

2. アンケート調査結果概要 

問 1 ごみの減量・リサイクルについて 

1-1 あなたの事業所に、廃棄物管理責任者（あるいは廃棄物処理担当者）を定めていますか。 

全体  「定めていない」が最も多く、次いで「事業所内に定めている」となっている。 

 業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、製造業、電気・ガス・熱供

給・水道業、運輸業、郵便業、生活関連サービス業、娯楽業及び複合サービス事業

で廃棄物管理責任者を「事業所内に定めている」及び「本社（本部）に定めている」

が 50％以上となっている。 

 

1-2 事業所から排出されるごみは、事業系一般廃棄物と産業廃棄物に分けられ、それぞれ処理方

法が異なります。事業系一般廃棄物と産業廃棄物の区分の違いを知っていますか。 

全体  「ある程度知っている」が最も多く、次いで「知っている」となっている。 

 業種別では、農業、林業、漁業及び鉱業、採石業、砂利採取業で「あまり知らない」

が 50%以上となっている。 

 

1-3 事業・営業活動に伴って排出されるプラスチック類は、産業廃棄物として排出することを知

っていますか。 

全体  「知っており、産業廃棄物として処理している」が最も多く、次いで「一般廃棄物

として処理している」となっている。 

 業種別では、漁業、金融業、保険業及び学術研究、専門・技術サービス業で「知ら

ないが、一般廃棄物として処理している」が 50%以上となっている。 

 

1-4 事業所から排出されるごみは、市は収集を行わず（家庭ごみの集積所には出さず）、事業者

自らの責任で処理する必要があることを知っていますか。 

全体  「知っている」が最も多い。 

 業種別では、漁業及び学術研究、専門・技術サービス業で「知らない」が 50%以

上となっている。 

 

1-5 あなたの事業所では、ごみの排出量を把握していますか。 

全体  「把握していない」が最も多く、次いで「収集運搬業者に確認するなどして把握し

ている」となっている。 

 業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、電気・ガス・熱供

給・水道業、生活関連サービス業、娯楽業及び複合サービス業で 50%以上が何ら

かの方法でごみ量を把握している。 
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1-6 あなたの事業所で排出量が多いごみは何ですか。（重量を把握していない場合は、推測で構

いません。） 

全体  「ダンボール」が最も多く、次いで「コピー用紙」となっている。 

 建設業、製造業、卸売業、小売業、不動産業、物品賃貸業及びサービス業は、排出

するごみ種が多い。 

 

1-7 あなたの事業所のごみ処理方法について、各品目の処理方法をお答えください。 

全体  各ごみ種について、東西環境事業所へ自ら搬入している割合は 1.4%以下、民間の

処理施設に自ら搬入している割合は 12.4%以下となっている。業者に手数料を払

って一般廃棄物として処理している割合は 9.3~26.2%となっている。 

 生ごみ、コピー用紙、その他の紙、びん、缶及びペットボトルは、「家庭ごみ集積

所を利用している」が 20%を超えている。 

 

1-8 あなたの事業所におけるごみのリサイクルについて、各品目のリサイクル状況をお答えくだ

さい。 

全体  生ごみ、廃食用油、布類、可燃性粗大ごみ及び不燃ごみ・不燃性粗大ごみは、「現

在リサイクルしている」が 10％以下となっている。 

 各ごみ種について、「今後リサイクルについて検討したい」が 3.4~9.1%となってい

る。 

 

1-9 現在の収集運搬業者との委託契約内容では、ごみ量の増減が処理費に反映される仕組みにな

っていますか。 

全体  「ごみ量が増減すれば、委託費に反映される」が最も多く、次いで「わからない」

となっている。 

 農業、林業及び電気・ガス・熱供給、水道業は、「ごみ量が増減すれば、委託費に

反映される」が 50%以上となっている。 

 

1-10 徳島市の一般廃棄物処理手数料（100kg あたり 1,220 円）について、どのように感じてい

ますか。 

全体  「わからない」が最も多く、次いで「高い」となっている。 

 業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、不動産業、物品賃

貸業、学術研究、専門・技術サービス業、生活関連サービス業、娯楽業及び医療、

福祉以外の業種で「わからない」が 50%以上となっている。 
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問 2 事業所における取組について 

2-1 あなたの事業所では、ごみの減量化・リサイクルにどの程度取り組んでいますか。 

全体  「ある程度取り組んでいる」が最も多く、次いで「あまり取り組んでいない」とな

っている。 

 業種別では、農業、林業、漁業、情報通信業、宿泊業、飲食サービス業、医療、福

祉で「あまり取り組んでいない」及び「ほとんど取り組んでいない」が 50%以上

となっている。 

 

2-2 2-1で「1」または「2」（取り組んでいる）を選んだ方にお聞きします。ごみの減量化・リサ

イクルに取り組む理由は何ですか。 

全体  「社会的責任として」が最も多く、次いで「ごみ処理経費削減のため」となってい

る。 

 業種別においても同様に、「ごみ処理経費削減のため」及び「社会的責任として」

のどちらかを選択する割合が多く、業種によって大きなばらつきはない。 

 

2-3 2-1で「1」または「2」（取り組んでいる）を選んだ方にお聞きします。あなたの事業所では、

ごみの減量化・リサイクルに関して、どのような取組を行っていますか。 

全体  「裏紙の利用（コピー用紙削減）を行っている」が最も多く、次いで「資源物の分

別を徹底している」となっている。 

 業種別では、建設業及び卸売業、小売業の回答数が多く、特に「裏紙の利用（コピ

ー用紙削減）を行っている」が多くなっている。 

 

2-4 生ごみの減量化・リサイクルのために、現在取り組んでいることは何ですか。 

全体  「生ごみは発生しない」が最も多く、次いで「取り組んでいない」となっている。 

 

2-5 生ごみの減量化・リサイクルについて教えてください。 

全体  水切りの徹底のみ「積極的に取り組んでいる」及び「ある程度取り組んでいる」が

50%以上となっている。 

 「水切りの徹底」、「生ごみは発生しない」を除いて「取り組んでいない」が最も多

い。 

 

2-6 古紙類の減量化・リサイクルについて教えてください。 

全体  「シュレッダーごみのリサイクル」、「店頭等で古紙類回収を実施」及び「納入業者

等に引き取ってもらう」では、50%以上が取組を行っていない。 
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2-7 今後、特に減量化またはリサイクルしたいと考えているごみは何ですか。 

全体  「コピー用紙」が最も多く、次いで「ダンボール」となっている。 

 ごみ排出種が多い建設業、卸売業、小売業及びサービス業では、新聞・雑がみ、雑

誌・書籍、ダンボール、コピー用紙及びシュレッダー紙といった紙類の減量化、リ

サイクルを行いたいと考えている傾向がある。 

 

2-8 あなたの事業所で、ごみの減量化・リサイクルを進めて行くうえでの問題点は何ですか。 

全体  「ごみの減量化・リサイクルを行うほどのごみ量がない」が最も多く、次いで「特

に問題はない」となっている。 

 建設業及び不動産業、物品賃貸業で「適当な資源回収業者が見当たらない」といっ

た回答があった。 

 建設業、卸売業、小売業、宿泊業、飲食サービス業及び医療、福祉で「従業員に対

する分別の徹底やごみ減量に関する意識改革が難しい」といった回答があった。 

 

問 3 市の取組・要望について 

3-1 徳島市では、事業系ごみの適正処理や減量・リサイクルに関するパンフレットを作成し、ホ

ームページで公開していますが、このパンフレットを知っていますか。 

全体  「知らない」が最も多く、次いで「知らないが、今後は活用したい」となっている。 

 

3-2 ごみの減量化・リサイクルに関して、どのような情報が知りたいですか。 

全体  「資源物を無償または買い取ってくれる業者」が最も多く、次いで「事業所内でで

きるごみの減量化・リサイクル方法」となっている。 

 

3-3 ごみの減量化・リサイクルに関する情報の入手で、望ましい方法は何ですか。 

全体  「市のホームページ」が最も多く、次いで「市の広報紙」となっている。 

 

3-4 ごみの減量化・リサイクルを推進するにあたり、行政に何を期待しますか。 

全体  「チラシや冊子等でごみの減量化・リサイクルの方法を紹介」が最も多く、次いで

「ごみの減量化・リサイクルの取組に関する経済的メリットが得られる仕組みの

構築」となっている。 
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3. アンケート調査結果詳細 

事業者のアンケート集計結果を以降に示す。 

（備考） 

 割合の集計は、小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示しているため、比率の

合計が 100％にならない場合がある。 

 複数回答の設問では、設問の回答者を分母とし、選択肢ごとの割合を算出しているため、回

答比率の合計が 100％を超える場合がある。 

 単一回答設問の複数回答は無効とする。 

 事業者アンケートの回答数は 234 件であるが、無回答の設問もあるため、各設問の回答者数

は 234 件とならない。 

 

●事業所について教えてください。 

(1) 事業所の従業員数についてお答えください。 

・1～4 人が約 58％、5～9 人が約 21％、10～29 人が約 17％、39～49 人が約 2％、50~99 人

が約 3％であった。 

・従業員数が 100 人以上の事業所からの回答はなかった。 

 

  

1～4人
57.7%

5～9人
20.7%

10～29人
17.2%

30～49人
1.8%

50～99人
2.6%

回答者数：227
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(2) 事業所の業種についてお答えください。 

・建設業及び卸売業、小売業が約 20%と最も多く、次いで不動産業、物品賃貸業が約 13%と

なっている。 

 

 

 

農業、林業 0.9%

漁業 0.4%

鉱業、採石業、砂利採取業
0.4%

建設業 20.2%

製造業 7.0%

電気・ガス・熱供給・水道業
1.8%

情報通信業 1.8%

運輸業、郵便業 2.2%

卸売業、小売業
20.2%

金融業、保険業
3.5%

不動産業、物品賃貸業
13.2%

学術研究、専門・

技術サービス業
3.1%

宿泊業、飲食サービス業
5.7%

生活関連サービス

業、娯楽業 1.3%

医療、

福祉
5.3%

複合サービス事業 0.4%

回答者数：228



 

8 

 

(3) 事業所の所有形態についてお答えください。 

・自社またはグループ所有が約 79％、賃貸・テナントが約 18％であった。 

 

 

(4) 事業所の住居併設についてお答えください。 

・併設しているが約 44％、併設していないが約 56％であった。 

 

 

 

自社またはグループ所有
79.2%

賃貸・テナント 18.1%

その他 2.7%

回答者数：226

併設している
44.1%

併設していない
55.9%

回答者数：229
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問 1 ごみの減量・リサイクルについて 

1-1 あなたの事業所に、廃棄物管理責任者（あるいは廃棄物処理担当者）を定めていますか。 

・「定めていない」が最も多く、次いで「事業所内に定めている」となっている。 

・業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、製造業、電気・ガス・熱供給・水道

業、運輸業、郵便業、生活関連サービス業、娯楽業及び複合サービス事業で廃棄物管理責任

者を「事業所内に定めている」及び「本社（本部）に定めている」が 50％以上となってい

る。 

 

 

事業所内に定めている
23.4%

本社（本部）に定めている
6.1%

定めていない
70.6%

回答者数：231

50.0%

100.0%

26.7%

37.5%

25.0%

25.0%

25.5%

12.5%

13.3%

16.7%

33.3%

36.4%

100.0%

20.7%

14.3%

23.4%

4.4%

12.5%

25.0%

25.0%

6.4%

12.5%

3.3%

8.3%

33.3%

9.1%

6.1%

50.0%

100.0%

68.9%

50.0%

50.0%

100.0%

50.0%

68.1%

75.0%

83.3%

100.0%

75.0%

33.3%

54.5%

79.3%

85.7%

70.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

事業所内に定めている 本社（本部）に定めている 定めていない

回答なし 
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1-2 事業所から排出されるごみは、事業系一般廃棄物と産業廃棄物に分けられ、それぞれ処理方

法が異なります。事業系一般廃棄物と産業廃棄物の区分の違いを知っていますか。 

・「ある程度知っている」が最も多く、次いで「知っている」となっている。 

・業種別では、農業、林業、漁業及び鉱業、採石業、砂利採取業で「あまり知らない」が 50%

以上となっている。 

 

 

 

知っている 35.2%

ある程度知っている
46.1%

あまり知らない
16.1%

知らない 2.6%

回答者数：230

42.2%

50.0%

75.0%

25.0%

30.4%

12.5%

27.6%

50.0%

23.1%

33.3%

54.5%

34.5%

57.1%

35.2%

50.0%

40.0%

43.8%

25.0%

75.0%

50.0%

52.2%

75.0%

41.4%

16.7%

61.5%

66.7%

36.4%

100.0%

48.3%

28.6%

46.1%

50.0%

100.0%

100.0%

17.8%

6.3%

25.0%

13.0%

12.5%

27.6%

33.3%

15.4%

13.8%

14.3%

16.1%

25.0%

4.3%

3.4%

9.1%

3.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

知っている ある程度知っている あまり知らない 知らない

回答なし 
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1-3 事業・営業活動に伴って排出されるプラスチック類は、産業廃棄物として排出することを知

っていますか。 

・「知っており、産業廃棄物として処理している」が最も多く、次いで「一般廃棄物として処

理している」となっている。 

・業種別では、漁業、金融業、保険業及び学術研究、専門・技術サービス業で「知らないが、

一般廃棄物として処理している」が 50%以上となっている。 

 

 

知っており、産業廃棄物と

して処理している 59.5%

知っているが、一般廃棄

物として処理している 8.6%

知らないが、産業廃棄物

として処理している
13.1%

一般廃棄物として

処理している
18.9%

回答者数：219

50.0%

73.3%

68.8%

100.0%

33.3%

40.0%

66.7%

44.4%

52.0%

20.0%

50.0%

100.0%

70.0%

100.0%

41.7%

66.7%

60.3%

50.0%

100.0%

6.7%

6.3%

33.3%

6.7%

4.0%

20.0%

7.1%

10.0%

16.7%

16.7%

8.7%

15.6%

6.3%

33.3%

40.0%

15.6%

16.0%

21.4%

10.0%

12.5%

13.2%

100.0%

4.4%

20.0%

11.1%

55.6%

28.0%

60.0%

21.4%

10.0%

29.2%

16.7%

17.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

知っており、産業廃棄物として処理している 知っているが、一般廃棄物として処理している

知らないが、産業廃棄物として処理している 知らないが、一般廃棄物として処理している

回答なし 
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1-4 事業所から排出されるごみは、市は収集を行わず（家庭ごみの集積所には出さず）、事業者

自らの責任で処理する必要があることを知っていますか。 

・「知っている」が最も多い。 

・業種別では、漁業及び学術研究、専門・技術サービス業で「知らない」が 50%以上となって

いる。 

 

 

知っている 86.3%

知らない 13.7%

回答者数：227

100.0%

93.3%

86.7%

100.0%

100.0%

80.0%

88.9%

87.5%

82.8%

50.0%

76.9%

100.0%

100.0%

100.0%

78.6%

85.7%

86.3%

100.0%

6.7%

13.3%

20.0%

11.1%

12.5%

17.2%

50.0%

23.1%

21.4%

14.3%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

知っている 知らない

回答なし 



 

13 

 

1-5 あなたの事業所では、ごみの排出量を把握していますか。 

・「把握していない」が最も多く、次いで「収集運搬業者に確認するなどして把握している」

となっている。 

・業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、電気・ガス・熱供給・水道

業、生活関連サービス業、娯楽業及び複合サービス業で 50%以上が何らかの方法でごみ量を

把握している。 

 

 

重量の計測や袋枚数を

数えて把握している
21.0%

収集運搬業者に確認する

などして把握している
23.7%

把握していない 48.4%

その他 6.8%

回答者数：222

100.0%

21.7%

26.7%

25.0%

20.5%

12.5%

26.9%

16.7%

7.7%

33.3%

18.2%

23.1%

28.6%

20.7%

50.0%

32.6%

13.3%

50.0%

25.0%

25.0%

0.0%

3.8%

0.0%

38.5%

33.3%

27.3%

100.0%

23.1%

28.6%

23.0%

50.0%

100.0%

43.5%

53.3%

100.0%

75.0%

43.2%

87.5%

50.0%

83.3%

53.8%

33.3%

54.5%

46.2%

42.9%

49.5%

2.2%

6.7%

25.0%

11.4%

19.2%

7.7%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

重量の計測や袋枚数を数えて把握している 収集運搬業者に確認するなどして把握している 把握していない その他

回答なし 
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1-6 あなたの事業所で排出量が多いごみは何ですか。（重量を把握していない場合は、推測で構

いません。）（複数回答可） 

・「ダンボール」が最も多く、次いで「コピー用紙」となっている。 

・建設業、製造業、卸売業、小売業、不動産業、物品賃貸業及びサービス業は、排出するごみ

種が多い。 

 

 

44 件

57 件

27 件

99 件

66 件

65 件

32 件

13 件

26 件

47 件

17 件

8 件

6 件

44 件

21 件

5 件

3 件

3 件

16 件

0 20 40 60 80 100 120 140

生ごみ

新聞・雑がみ

雑誌・書籍

ダンボール

コピー用紙

シュレッダー紙

その他の紙

びん

缶

ペットボトル

木くず・剪定くず

発泡スチロールトレイ

布類

その他のプラスチック

不燃ごみ・不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

廃食用油

小型家電製品

その他

［件］

3 

3 

2 

123 

39 

7 

14 

11 

132 

28 

61 

15 

39 

8 

0 

21 

2 

75 

16 

0 20 40 60 80 100 120 140

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

生ごみ 廃食用油 新聞・雑がみ 雑誌・書籍 コピー用紙

シュレッダー紙 ダンボール その他の紙 布類 びん

缶 ペットボトル 発泡スチロールトレイ その他のプラスチック 小型家電製品

木くず・剪定くず 可燃性粗大ごみ 不燃ごみ・不燃性粗大ごみ その他
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1-7 あなたの事業所のごみ処理方法について、各品目の処理方法をお答えください。 

・各ごみ種について、東西環境事業所へ自ら搬入している割合は 1.4%以下、民間の処理施設

に自ら搬入している割合は 12.4%以下となっている。業者に手数料を払って一般廃棄物とし

て処理している割合は 9.3~26.2%となっている。 

・生ごみ、コピー用紙、その他の紙、びん、缶及びペットボトルは、「家庭ごみ集積所を利用

している」が 20%を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

1.2%

0.6%

1.3%

1.3%

0.7%

0.6%

0.6%

0.6%

0.6%

1.2%

0.6%

1.4%

0.6%

1.3%

8.8%

9.5%

9.1%

9.1%

12.4%

9.4%

5.2%

2.0%

2.4%

2.3%

3.0%

6.9%

10.4%

6.9%

8.1%

11.0%

5.8%

23.0%

9.3%

21.2%

21.9%

26.2%

24.6%

18.8%

23.9%

16.8%

17.8%

18.3%

20.2%

17.0%

20.7%

14.9%

13.8%

16.1%

14.0%

18.8%

6.2%

6.0%

11.8%

9.5%

12.8%

12.0%

10.8%

13.2%

9.7%

13.8%

13.0%

12.7%

18.8%

28.2%

27.9%

23.1%

27.3%

34.1%

33.3%

0.7%

13.5%

16.6%

12.2%

9.7%

23.7%

10.7%
0.6%

5.3%

7.7%

6.9%

2.9%

3.2%

1.4%

2.8%
0.7%

1.2%

1.1%

0.5%

0.6%

0.6%

1.1%

1.9%

0.6%

23.6%

2.6%

16.5%

12.4%

21.3%

16.6%

14.5%

20.1%

9.0%

24.3%

25.4%

27.2%

17.6%

17.8%

1.9%

6.9%

4.9%

4.3%

1.8…

1.8%

0.6%

0.5%

0.6%

1.3%

5.3%

5.2%

3.0%
1.1%

0.6%

1.8%

2.4%

1.8%

1.1%

2.2%

1.9%

1.3%

1.8%

1.7%

1.2%

0.6%

0.6%

1.4%

2.8%
1.3%

8.2%

8.3%

6.7%

5.7%

8.1%

5.0%

2.6%

3.3%

4.7%

3.5%

1.2%

1.1%

1.3%

1.3%

3.1%

3.7%

39.9%

78.1%

15.9%

17.8%

6.7%

19.4%

8.6%

13.8%

53.5%

30.3%

20.7%

19.7%

36.4%

20.1%

39.6%

45.6%

42.9%

31.1%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生ごみ

廃食用油

新聞・雑がみ

雑誌・書籍

コピー用紙

シュレッダー紙

ダンボール

その他の紙

布類

びん

缶

ペットボトル

発泡スチロールトレイ

その他のプラスチック

小型家電製品

木くず・剪定くず

可燃性粗大ごみ

不燃ごみ・不燃性粗大ごみ

その他

東・西部環境事業所へ自ら搬入 民間の処理施設に自ら搬入
業者に手数料を払って、一般廃棄物として処理 業者に手数料を払って、産業廃棄物として処理
業者に売却または無償で引き渡し 自社で処理・資源化（堆肥化等）
家庭ごみ集積所を利用 スーパー等での店頭回収を利用
地域に設置されている無料回収拠点または無料回収ボックスを利用 地域の集団回収を利用
排出物そのものが出ない



 

16 

 

1-8 あなたの事業所におけるごみのリサイクルについて、各品目のリサイクル状況をお答えくだ

さい。 

・生ごみ、廃食用油、布類、可燃性粗大ごみ及び不燃ごみ・不燃性粗大ごみは、「現在リサイ

クルしている」が 10％以下となっている。 

・各ごみ種について、「今後リサイクルについて検討したい」が 3.4~9.1%となっている。 

 

3.9%

3.9%

40.2%

39.1%

40.8%

25.4%

48.7%

32.4%

4.0%

24.2%

33.9%

35.3%

15.0%

14.2%

14.2%

10.1%

5.8%

8.0%

1.9%

25.0%

7.8%

19.0%

20.1%

22.8%

25.4%

18.7%

23.7%

18.1%

20.9%

20.3%

21.1%

19.4%

29.0%

16.5%

18.5%

20.8%

22.3%

26.9%

0.6%

0.6%

0.6%

1.7%
1.1%

1.1%

1.7%

1.6%

1.1%

1.6%

1.7%

1.1%

0.5%

0.5%

0.5%

1.1%

1.7%

0.6%

0.6%

0.6%

0.6%

1.0%

5.0%

3.4%

6.5%

5.6%

6.0%

7.3%

5.9%

5.8%

5.6%

6.0%

6.8%

6.8%

7.8%

9.1%

4.5%

5.6%

6.9%

7.4%

5.8%

16.7%

6.7%

15.8%

17.3%

20.7%

20.9%

16.0%

20.2%

15.8%

17.0%

17.7%

17.4%

17.8%

22.2%

19.3%

19.7%

24.3%

26.3%

29.8%

46.7%

76.5%

17.4%

16.2%

8.2%

19.8%

9.1%

16.2%

55.4%

31.3%

20.8%

18.9%

38.3%

23.9%

44.3%

45.5%

41.6%

35.4%

34.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生ごみ

廃食用油

新聞・雑がみ

雑誌・書籍

コピー用紙

シュレッダー紙

ダンボール

その他の紙

布類

びん

缶

ペットボトル

発泡スチロールトレイ

その他のプラスチック

小型家電製品

木くず・剪定くず

可燃性粗大ごみ

不燃ごみ・不燃性粗大ごみ

その他

現在、リサイクルしている 現在、リサイクルする予定はない 以前、リサイクルしていたがやめた

以前、検討したがリサイクルには至らなかった 今後、リサイクルについて検討したい 今後、リサイクルを開始する予定である

わからない 排出物そのものが出ない
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1-9 現在の収集運搬業者との委託契約内容では、ごみ量の増減が処理費に反映される仕組みにな

っていますか。 

・「ごみ量が増減すれば、委託費に反映される」が最も多く、次いで「わからない」となって

いる。 

・農業、林業及び電気・ガス・熱供給、水道業は、「ごみ量が増減すれば、委託費に反映され

る」が 50%以上となっている。 

 

 

ごみ量が増減すれば、

委託費に反映される
34.5%

ごみ量が増減しても、

委託費に反映されない
17.5%

家庭ごみの集積所を利用

しているため、収集運搬

業者との委託契約は締結

していない 17.5%

わからない 23.3%

その他 7.2%

回答者数：223

50.0%

48.9%

43.8%

75.0%

20.0%

36.4%

25.0%

19.2%

41.7%

33.3%

41.7%

30.8%

14.3%

34.5%

13.3%

18.8%

25.0%

7.7%

33.3%

50.0%

33.3%

16.7%

100.0%

11.5%

28.6%

17.5%

100.0%

15.6%

18.8%

25.0%

9.1%

12.5%

38.5%

50.0%

33.3%

16.7%

15.4%

28.6%

17.5%

50.0%

100.0%

15.6%

12.5%

75.0%

60.0%

22.7%

62.5%

23.1%

16.7%

8.3%

25.0%

30.8%

14.3%

23.3%

6.7%

6.3%

25.0%

20.0%

6.8%

11.5%

11.5%

14.3%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

ごみ量が増減すれば、委託費に反映される
ごみ量が増減しても、委託費に反映されない
家庭ごみの集積所を利用しているため、収集運搬業者との委託契約は締結していない
わからない
その他

回答なし 
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1-10 徳島市の一般廃棄物処理手数料（100kg あたり 1,220 円）について、どのように感じてい

ますか。 

・「わからない」が最も多く、次いで「高い」となっている。 

・業種別では、農業、林業、鉱業、採石業、砂利採取業、建設業、不動産業、物品賃貸業、学

術研究、専門・技術サービス業、生活関連サービス業、娯楽業及び医療、福祉以外の業種で

「わからない」が 50%以上となっている。 

 

 

高い 16.2%

ちょうど良い 15.8%

安い
4.8%

家庭ごみの集積所を利用

しているため、処理手数料

は負担していない 11.0%処理手数料を負担していることを

知らなかった 4.8%

わからない 47.4% 回答者数：228

100.0%

20.5%

18.8%

25.0%

25.0%

13.6%

25.0%

10.7%

14.3%

16.7%

25.0%

10.7%

28.6%

16.2%

33.3%

15.9%

6.3%

25.0%

18.2%

12.5%

21.4%

14.3%

8.3%

33.3%

25.0%

17.9%

15.8%

9.1%

25.0%

6.8%

14.3%

8.3%

3.6%

4.8%

33.3%

9.1%

12.5%

4.5%

12.5%

35.7%

14.3%

8.3%

33.3%

8.3%

14.3%

11.0%

33.3%

6.8%

6.8%

3.6%

10.7%

4.8%

100.0%

38.6%

62.5%

50.0%

50.0%

100.0%

50.0%

50.0%

28.6%

42.9%

58.3%

33.3%

41.7%

100.0%

57.1%

57.1%

47.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

高い

ちょうど良い

安い

家庭ごみの集積所を利用しているため、処理手数料は負担していない

処理手数料を負担をしていることを知らなかった

わからない

回答なし 
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問 2 事業所における取組について 

2-1 あなたの事業所では、ごみの減量化・リサイクルにどの程度取り組んでいますか。 

・「ある程度取り組んでいる」が最も多く、次いで「あまり取り組んでいない」となっている。 

・業種別では、農業、林業、漁業、情報通信業、宿泊業、飲食サービス業、医療、福祉で「あ

まり取り組んでいない」及び「ほとんど取り組んでいない」が 50%以上となっている。 

 

 

 

 

積極的に取り組んでいる 7.5%

ある程度取り組んでいる

49.1%
あまり取り組んでいない

25.7%

ほとんど取り組んで

いない 17.7%

回答者数：226

6.7%

13.3%

2.3%

50.0%

7.1%

7.7%

33.3%

8.3%

7.4%

7.5%

50.0%

100.0%

44.4%

60.0%

75.0%

50.0%

60.0%

59.1%

25.0%

53.6%

66.7%

23.1%

33.3%

33.3%

100.0%

51.9%

28.6%

49.1%

50.0%

33.3%

13.3%

50.0%

29.5%

25.0%

10.7%

46.2%

33.3%

25.0%

25.9%

42.9%

25.7%

100.0%

15.6%

13.3%

25.0%

40.0%

9.1%

28.6%

33.3%

23.1%

33.3%

14.8%

28.6%

17.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

全体

積極的に取り組んでいる ある程度取り組んでいる あまり取り組んでいない ほとんど取り組んでいない

回答なし 
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2-2 2-1で「1」または「2」（取り組んでいる）を選んだ方にお聞きします。ごみの減量化・リサ

イクルに取り組む理由は何ですか。（複数回答可） 

・「社会的責任として」が最も多く、次いで「ごみ処理経費削減のため」となっている。 

・業種別においても同様に、「ごみ処理経費削減のため」及び「社会的責任として」のどちら

かを選択する割合が多く、業種によって大きなばらつきはない。 

 

 

 

66 件

5 件

73 件

29 件

2 件

5 件

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ごみ処理経費削減のため

会社のイメージアップのため

社会的責任として

ごみの保管（スペース、悪臭）の問題解決のため

会社・業界への取り組み指示があった

その他

［件］

2 

0 

2 

35 

16 

5 

2 

5 

37 

7 

23 

5 

6 

3 

0 

6 

1 

22 

3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

ごみ処理経費削減のため 会社のイメージアップのため

社会的責任として ごみの保管（スペース、悪臭）の問題解決のため

会社・業界への取り組み指示があった その他
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2-3 2-1で「1」または「2」（取り組んでいる）を選んだ方にお聞きします。あなたの事業所では、

ごみの減量化・リサイクルに関して、どのような取組を行っていますか。（複数回答可） 

・「裏紙の利用（コピー用紙削減）を行っている」が最も多く、次いで「資源物の分別を徹底

している」となっている。 

・業種別では、建設業及び卸売業、小売業の回答数が多く、特に「裏紙の利用（コピー用紙削

減）を行っている」が多くなっている。 

 

 

10 件

12 件

9 件

13 件

1 件

23 件

1 件

3 件

51 件

5 件

23 件

7 件

7 件

87 件

16 件

11 件

4 件

4 件

0 20 40 60 80 100

レジ袋の有料化を行っている

簡易包装を実施している

食べ残し、調理くずが少なくなるような工夫をしている

割りばしや使い捨てカップ・容器等の使い捨て製品を使わないようにしている

生ごみ処理機を導入している

適正な在庫管理を心がけている

事業所の３Rへの取り組みを積極的にPRしている

減量化・再資源化計画を作成している

資源物の分別を徹底している

店頭回収、資源回収ボックス等を設置している

店頭回収、資源回収等を利用している

繰り返し使用できる製品や、グリーン購入対象品を使用または生産、販売している

修理やリフォームの案内に関する取り組みを行っている

裏紙の利用（コピー用紙削減）を行っている

リースやレンタルを積極的に活用している

社員に対して、環境教育を行っている

特に何も取り組んでいない

その他

［件］

2 

0 

2 

47 

25 

4 

4 

5 

74 

11 

34 

8 

12 

7 

0 

9 

3 

37 

3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

レジ袋の有料化を行っている 簡易包装を実施している

食べ残し、調理くずが少なくなるような工夫をしている 割りばしや使い捨てカップ・容器等の使い捨て製品を使わないようにしている

生ごみ処理機を導入している 適正な在庫管理を心がけている

事業所の３Rへの取り組みを積極的にPRしている 減量化・再資源化計画を作成している

資源物の分別を徹底している 店頭回収、資源回収ボックス等を設置している

店頭回収、資源回収等を利用している 繰り返し使用できる製品や、グリーン購入対象品を使用または生産、販売している

修理やリフォームの案内に関する取り組みを行っている 裏紙の利用（コピー用紙削減）を行っている

リースやレンタルを積極的に活用している 社員に対して、環境教育を行っている

特に何も取り組んでいない その他
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2-4 生ごみの減量化・リサイクルのために、現在取り組んでいることは何ですか。（複数回答可） 

・「生ごみは発生しない」が最も多く、次いで「取り組んでいない」となっている。 

 

 

2-5 生ごみの減量化・リサイクルについて教えてください。 

・水切りの徹底のみ「積極的に取り組んでいる」及び「ある程度取り組んでいる」が 50%以上

となっている。 

・「水切りの徹底」、「生ごみは発生しない」を除いて「取り組んでいない」が最も多い。 

 

 

 

5 件

31 件

1 件

1 件

0 件

2 件

1 件

19 件

18 件

93 件

50 件

9 件

0 20 40 60 80 100

食品リサイクル法に基づき、売れ残り防止や削減目標を立てるなどの取り組みを行っている

水切りの徹底

小容量販売やバラ売りの実施

小盛メニューの導入や適量注文の呼びかけ

生ごみ減量化のためのマニュアルを作成

自社内に生ごみ処理機等を設置

堆肥化などを行う業者に処理を委託

弁当の残りは社員が持ち帰る

食べ残し、調理くずが少なくなるような工夫をしている

生ごみは発生しない

取り組んでいない

その他

［件］

5.5%

24.0%

5.1%

2.0%

2.9%

1.9%

19.7%

32.2%

20.0%

36.4%

16.3%

26.5%

5.9%

4.8%

2.9%

20.5%

17.4%

49.1%

24.0%

51.0%

43.9%

60.8%

59.6%

64.1%

41.8%

30.6%

100.0%

16.4%

10.7%

15.3%

14.3%

19.6%

14.4%

13.6%

10.7%

10.7%

9.1%

5.0%

12.2%

13.3%

13.7%

18.3%

17.5%

7.4%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食品リサイクル法に基づき取り組みを行っている

水切りの徹底

小容量販売やバラ売りの実施

小盛メニューの導入や適量注文の呼びかけ

生ごみ減量化のためのマニュアルを作成

自社内に生ごみ処理機等を設置

堆肥化などを行う業者に処理を委託

弁当の残りは社員が持ち帰る

生ごみは発生しない

その他

積極的に取り組んでいる ある程度取り組んでいる

取り組んでいない 取り組んでいないが、今後は取り組みたい

取り組む気はない
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2-6 古紙類の減量化・リサイクルについて教えてください。 

・「シュレッダーごみのリサイクル」、「店頭等で古紙類回収を実施」及び「納入業者等に引き

取ってもらう」では、50%以上が取組を行っていない。 

 

 

 

17.9%

53.8%

26.2%

28.0%

23.3%

16.4%

39.4%

7.5%

17.4%

39.6%

31.5%

45.2%

32.9%

32.1%

23.9%

29.7%

12.7%

21.5%

28.4%

7.6%

16.1%

26.2%

29.6%

44.0%

24.6%

59.7%

47.9%

100.0%

9.7%

4.9%

8.9%

10.4%

11.9%

11.9%

4.0%

10.4%

9.7%

4.5%

2.2%

3.6%

2.4%

3.1%

3.8%

2.3%

9.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

簡易包装を推進

使用済みの裏紙の活用や、両面コピーをするなど、紙を有効利用する

データ等の電子化等によるペーパーレス化の推進

雑がみのリサイクル

OA紙のリサイクル

シュレッダーごみのリサイクル

ダンボールのリサイクル

店頭等で古紙類回収を実施

納入業者等に引き取ってもらう

その他

積極的に取り組んでいる ある程度取り組んでいる 取り組んでいない 取り組んでいないが、今後は取り組みたい 取り組む気はない
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2-7 今後、特に減量化またはリサイクルしたいと考えているごみは何ですか。（複数回答可） 

・「コピー用紙」が最も多く、次いで「ダンボール」となっている。 

・ごみ排出種が多い建設業、卸売業、小売業及びサービス業では、新聞・雑がみ、雑誌・書

籍、ダンボール、コピー用紙及びシュレッダー紙といった紙類の減量化、リサイクルを行

いたいと考えている傾向がある。 

 

 

13 件

54 件

41 件

66 件

69 件

42 件

14 件

17 件

24 件

47 件

13 件

15 件

7 件

17 件

8 件

7 件

6 件

10 件

13 件

0 10 20 30 40 50 60 70 80

生ごみ

新聞・雑がみ

雑誌・書籍

ダンボール

コピー用紙

シュレッダー紙

その他の紙

びん

缶

ペットボトル

木くず・剪定くず

発泡スチロールトレイ

布類

その他のプラスチック

不燃ごみ・不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

廃食用油

小型家電製品

その他

［件］

6 

2 

2 

113 

31 

4 

9 

17 

112 

11 

42 

8 

34 

5 

0 

14 

3 

50 

20 

0 20 40 60 80 100 120

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

生ごみ 新聞・雑がみ 雑誌・書籍 ダンボール コピー用紙

シュレッダー紙 びん 缶 ペットボトル 木くず・剪定くず

発泡スチロールトレイ 布類 その他のプラスチック 不燃ごみ・不燃性粗大ごみ 可燃性粗大ごみ

廃食用油 小型家電製品
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2-8 あなたの事業所で、ごみの減量化・リサイクルを進めて行くうえでの問題点は何ですか。（複

数回答可） 

・「ごみの減量化・リサイクルを行うほどのごみ量がない」が最も多く、次いで「特に問題は

ない」となっている。 

・建設業及び不動産業、物品賃貸業で「適当な資源回収業者が見当たらない」といった回答が

あった。 

・建設業、卸売業、小売業、宿泊業、飲食サービス業及び医療、福祉で「従業員に対する分別

の徹底やごみ減量に関する意識改革が難しい」といった回答があった。 

 

 

 

71 件

93 件

16 件

17 件

1 件

14 件

15 件

4 件

10 件

3 件

10 件

1 件

5 件

0 20 40 60 80 100

特に問題はない

ごみの減量化・リサイクルを行うほどのごみ量がない

ごみの減量化・リサイクルを行うための装置の設置場所が確保できない

ごみの減量化・リサイクルを行うことに手間がかかる

ごみの減量化・リサイクルを行うことに衛生上の問題がある

ごみの減量化・リサイクルを行うことに経済的なメリットが少ない

ごみの減量化・リサイクルの方法がわからない

適当な資源回収業者が見当たらない

従業員に対する分別の徹底やごみ減量に関する意識改革が難しい

本社に決定権があるため、リサイクルに関しても本社の指示に従うしかない

分別しても分けた資源の保管場所がない

ごみの減量化・リサイクルを行う意義がわからない

その他

［件］

2 

1 

1 

51 

17 

5 

4 

5 

61 

8 

33 

7 

17 

6 

0 

15 

0 

22 

5 

0 10 20 30 40 50 60 70

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

業種未回答

特に問題はない ごみの減量化・リサイクルを行うほどのごみ量がない

ごみの減量化・リサイクルを行うための装置の設置場所が確保できない ごみの減量化・リサイクルを行うことに手間がかかる

ごみの減量化・リサイクルを行うことに衛生上の問題がある ごみの減量化・リサイクルを行うことに経済的なメリットが少ない

適当な資源回収業者が見当たらない 従業員に対する分別の徹底やごみ減量に関する意識改革が難しい

本社に決定権があるため、リサイクルに関しても本社の指示に従うしかない 分別しても分けた資源の保管場所がない

ごみの減量化・リサイクルを行う意義がわからない その他
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問 3 市の取組・要望について 

3-1 徳島市では、事業系ごみの適正処理や減量・リサイクルに関するパンフレットを作成し、ホ

ームページで公開していますが、このパンフレットを知っていますか。 

・「知らない」が最も多く、次いで「知らないが、今後は活用したい」となっている。 

 

 

 

知っており、活用している

6.7%

知っているが、

活用していない

11.2%

知らない 60.1%

知らないが、今後は

活用したい 21.5%

その他 0.4%

回答者数：223
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3-2 ごみの減量化・リサイクルに関して、どのような情報が知りたいですか。（複数回答可） 

・「資源物を無償または買い取ってくれる業者」が最も多く、次いで「事業所内でできるごみ

の減量化・リサイクル方法」となっている。 

 

 

 

 

60 件

68 件

13 件

54 件

100 件

21 件

3 件

10 件

0 20 40 60 80 100 120

ごみの分別や出し方

事業所内でできるごみの減量化・リサイクル方法

いくつかの事業所が共同で実施できるごみの減量化・リサイクル方法

他の事業所で取り組まれている優良な事例

資源物を無償または買い取ってくれる業者

ごみ処理に関する問い合わせ先や相談窓口

ごみ問題に関する講演会等の開催情報

その他

［件］

60 

68 

13 

54 

100 

21 

3 

10 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ごみの分別や出し方

事業所内でできるごみの減量化・リサイクル方法

いくつかの事業所が共同で実施できるごみの減量化・リサイ

クル方法

他の事業所で取り組まれている優良な事例

資源物を無償または買い取ってくれる業者

ごみ処理に関する問い合わせ先や相談窓口

ごみ問題に関する講演会等の開催情報

その他

農業、林業 漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業
製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業、郵便業
卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉
複合サービス事業 サービス業 業種未回答
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3-3 ごみの減量化・リサイクルに関する情報の入手で、望ましい方法は何ですか。（複数回答可） 

・「市のホームページ」が最も多く、次いで「市の広報紙」となっている。 
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本、雑誌

講演会、セミナー等

その他
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市の事業系パンフレット

新聞記事
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ツイッターやフェイスブック等のSNS

本、雑誌

講演会、セミナー等

その他

農業、林業 漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業
製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業、郵便業
卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉
複合サービス事業 サービス業 業種未回答
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3-4 ごみの減量化・リサイクルを推進するにあたり、行政に何を期待しますか。（複数回答可） 

・「チラシや冊子等でごみの減量化・リサイクルの方法を紹介」が最も多く、次いで「ごみの

減量化・リサイクルの取組に関する経済的メリットが得られる仕組みの構築」となっている。 
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ごみの減量化・リサイクルの取り組みに関する経済的メリットが得られる仕組みの構築

収集運搬業者やリサイクル業者に関する情報提供

自社がごみの減量化・リサイクルに取り組んでいることを市のホームページ等でPR

ごみの減量化・リサイクルの取り組みに関する表彰制度

事業者に対するごみの減量化・リサイクルの啓発や指導の徹底

事業者を対象とした廃棄物の講習会の開催

特にない

その他

［件］
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チラシや冊子等でごみの減量化・リ

サイクルの方法を紹介

ごみの減量化・リサイクルの取り組

みに関する経済的メリットが得られる

仕組みの構築

収集運搬業者やリサイクル業者に関

する情報提供

自社がごみの減量化・リサイクルに

取り組んでいることを市のホーム

ページ等でPR

ごみの減量化・リサイクルの取り組

みに関する表彰制度

事業者に対するごみの減量化・リサ

イクルの啓発や指導の徹底

事業者を対象とした廃棄物の講習会

の開催

特にない

その他

農業、林業 漁業 鉱業、採石業、砂利採取業 建設業

製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業、郵便業

卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品賃貸業 学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業 医療、福祉

複合サービス事業 サービス業 業種未回答
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4. 巻末資料（自由回答・その他） 

(3)事業所の所有形態のその他 

NO その他 

009 店舗付住宅 

038 経営者自宅 

067 私どもの会社は 10年前より休業届けをしております。 

 

1-5のその他 

NO その他 

071 事業内でごみはほぼ可燃ゴミしか出ない。 

101 ごみが出ません。 

126 ゴミ袋で 2～3個位である。 

135 少量のため問題はありません。 

138 事業所単体で排出するごみはありません。 

164 あまり、ごみは出ません。 

165 そこまで量は出ません。 

172 定期的に親会社にて処理。 

179 マンションから出るごみなので一般廃棄物として出している。 

182 一般家庭のごみより少ないです。 

184 出ない。 

205 ほとんど、ごみは出ない。 

219 ほとんど、ごみが出ない。 

229 ある程度把握している。 

 

1-6のその他 

NO その他 

022 ガラスクズ 

023 ほとんどゴミは出ない。 

040 がれき、金属くず、排プラ 

061 可燃ゴミ 

078 スプレー缶 

101 ごみが出ません。事務も委託しているので紙ごみも出ません。 

119 乾燥機にたまる布クズ他。 

148 鉄、機械部品、砂 

151 廃タイヤ 

160 石膏 

161 金属 

165 郵送されてくる営業チラシ、パンフレット 

184 税理事務所にて管理されているので、ごみ類は出ない。 

189 ビニールクロス、塩ビシート 

219 ほとんど出ない。 

222 鉄 
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1-7①のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

128 

190 
資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7②のその他 

NO その他 

128 資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7③のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

083 

128 

183 

190 

205 

213 

資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7④のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

128 

213 
資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑤のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

093 

128 

190 

213 

資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑥のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

 

1-7⑦のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

083 

134 

141 

170 

183 

213 

資源ごみ回収運動を利用 
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1-7⑧のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

128 

190 
資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑨のその他 

NO その他 

183 

190 
資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑩のその他 

NO その他 

061 

183 

190 

ビル管理会社が処理しています。 

 

1-7⑪のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

083 

091 

117 

170 

183 

190 

資源ごみ回収運動を利用 

084 自動販売機会社が引き取っている。 

 

1-7⑫のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

084 自動販売機会社が引き取っている。 

083 

091 

117 

128 

183 

190 

資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑬のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

128 

190 
資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑭のその他 

NO その他 

190 資源ごみ回収運動を利用 
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1-7⑮のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

 

1-7⑯のその他 

NO その他 

128 資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑰のその他 

NO その他 

128 資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑱のその他 

NO その他 

061 ビル管理会社が処理しています。 

128 資源ごみ回収運動を利用 

 

1-7⑲のその他 

NO その他 

190 資源ごみ回収運動を利用 

 

1-9のその他 

NO その他 

024 その時々で業者に頼む。 

031 契約料金以上のゴミ時は別料金を支払っている。 

084 その都度なので委託契約はしていない。 

086 今はためており、その内利用予定。 

092 一般家庭よりゴミ量は少ない。 

101 ごみは出ません。 

135 なし 

141 処理する物がある時は処理場に持ち込むので業者と契約していない。 

172 親会社にて処理のため。 

183 ごみが出ない。 

210 事業用ごみは出ないです。 

219 昔は業者に出していましたが現在は会社縮小のため、ほとんどごみが出ません。 

230 自社で処理施設に搬入している。 

024 その時々で業者に頼む。 

031 契約料金以上のゴミ時は別料金を支払っている。 

084 その都度なので委託契約はしていない。 

086 今はためており、その内利用予定。 

092 一般家庭よりゴミ量は少ない。 
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2-2のその他 

NO その他 

092 地球環境のため 

177 データ保存が増えてきてインボイスに取り組んでいる。 

178 自身の意思で。 

232 ごみを出すのが手間 

 

2-3のその他 

NO その他 

064 社員少で家庭ゴミでの処理、ゴミは少ししか出ない。 

165 ダンボールは他への郵送に使用している。 

178 紙類をできるだけ資源ごみへと回している。 

197 小規模な企業なので、ごみの発生が非常に少ない。 

 

2-4のその他 

NO その他 

022 でない 

106 生ゴミの発生は少ない、月/50Lの袋１つ。 

122 生ごみは出していない。 

179 マンションの入居者任せとなっている。 

188 社内で堆肥として利用。 

219 食事は自宅でしていますので生ごみ等は出ていません。 

230 あまり発生しない為、特に取り組んでいない。 

 

2-5のその他 

NO その他 

022 でない 

031 生ごみは商品を廃棄せざるをえない時のみ発生。 

118 生ごみはほとんど発生しない。 

122 生ごみは出ていない。 

129 業者に事業系一般廃棄物として収集依頼。 

177 取り組む程のごみはない。 

179 マンションの入居者に任せている。 

188 社内で堆肥として利用。 

 

2-6のその他 

NO その他 

101 ごみは出ません。 

129 業者に事業系一般廃棄物として収集依頼。 

140 古紙類は発生しない。 

165 ⑥、⑧、⑨は該当していない。 

179 マンションの入居者に任せている。 

184 税理事務所にて行なっているため、紙類も出ない。 

205 古紙類は、ほとんど出ない。 
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2-7のその他 

NO その他 

021 全て減量化できると良い。 

022 あまりない 

040 排プラ 

078 スプレー缶 

101 ごみは出ません。 

177 従来通りで OK。 

179 マンションの入居者に任せているので特に考えていない。 

180 

205 
特にない。 

184 考えていない。 

211 特になし。 

 

2-8のその他 

NO その他 

053 シュレッダー紙の回収先がない。 

101 ごみは出ない。 

106 現状は資源回収業者に委託。 

165 ごみの量が少ないので、そこまで必要としていない。 

213 
小さな会社なので会社としてのごみは少ない。家族３人、自宅が会社なので、ほぼ家庭のごみばかりです。リサ

イクルできる物やごみの減量化はいつも心がけている！ 

 

3-1のその他 

NO その他 

101 ごみは出ません。 

234 特になし 

 

3-2のその他 

NO その他 

060 特になし 

092 分別不明の製品の処理について。 

101 ゴミは出ない。 

106 なし 

155 ゴミ自体が少ない。 

180 特にない。 

186 なし。 

 

3-3のその他 

NO その他 

023 リサイクルが良いと思っていない。 

067 新聞を契約しておりませんので何の資料もありません。もっと市役所側で丁寧にフォローすべきです。 

101 ゴミは出ない。 

128 興味を持たす事が１番。 

165 ネットよりも、紙ベースで残したい。 

186 なし。 

 


